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フィリピンでは 2013年 5月 13日に国政・地方統一選挙が実施された。本選挙は、6年ごとに
行われる大統領選挙の間に実施された中間選挙である。改選対象となったのは上院の半数（12議
席、任期 6年）、下院（全 292議席、任期 3年）、州知事や市長などの地方政府の首長ならびに地






























































Nancy Binay UNA 13,310,851 
(42.2%) 
新人（私設秘書、ビナイ副大統領の娘） 































Gregorio Honasan UNA 10,620,981 
(33.6%) 
再選 
（注） 得票数は 5月 21 日時点のもの。得票率は投票総数 31,568,679に占める割合。投票者は全候
補者のなかから 12人を選ぶため、得票率の合計は 100％にならない。 
（出所） 選挙委員会（http://2013electionresults.comelec.gov.ph/）および Philippine Daily Inquirerより筆
者作成。 
 
さらに上院当選者 12 人を詳しくみていくと、再選が 6 人、新人が 6 人であった。新人ではト









サプライズは得票率 51.8%でトップ当選した Grace Poe-Llamanzaresであろう。彼女は政治家
一族の出身ではなく、経験もない。事前の支持率調査ではせいぜい 5～6番目で当選するのではな
 http://www.ide.go.jp 
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でに出馬を表明しているビナイ副大統領をはじめ、他にも有力候補者が出てくるのか。フィリピ
ンではそうした候補者（もしくは候補者と目される人達）の支持率調査が定期的に実施されるた
め、その結果をみながら議員もしくは政党間での駆け引きが行われることになるであろう。政治
が賑やかになることは間違いない。その過程において、法案審議や政策執行が停滞しないか、も
しくは次期選挙を意識して利益誘導型になってしまわないかが若干懸念されるところである。ア
キノ政権の後半戦はこれから始まる。 
 
 
